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令和２年　２月１３日

山　本　　　均

人権尊重の精神を全教育活動の基盤にした、心豊かな人間性と確かな学力、たくましく生きる力を持った生徒の育成

豊かな心の育成 健やかな体の育成

・基礎基本のより一層の定着
を推進する。

・学力課題を明確にし指導方
法の工夫改善のための研修
を深める。

・職場体験活動を推進し、主
体的に将来の生き方を考え、
進路選択ができるようにする。

・特別支援教育を充実させ
る。

確かな学力の向上

・全国学力・学習状況調査の
結果を分析し、課題を明確に
し授業改善を進めることがで
きた。

･教員の実践的指導力の向上
（授業改善）と学力向上をめざ
し「学び合いの授業づくり」を
推進し、校内研修を活性化さ
せることができた。

・「朝の読書活動」は、学校全
体で取り組み、集中力や読解
力・国語力の向上をめざせ
た。

･家庭学習の習慣を身につけ
させるため、毎日の宿題の取
組を進めることができた。

・将来の進路選択ができるよ
う、情報提供も含め、きめ細か
い指導を行えた。

・職業調べ、職場体験等では
体験活動を取り入れ進路に関
わる学習を行えた。

・特別支援教育に係る教員の
研修の実施や個別の指導計
画の作成ができている。

・教師と生徒、生徒同士の人間
関係づくりに努める。

・きめ細かい生徒指導に心掛
け、生徒指導体制の充実を図
る。

・「道徳の時間」の指導を充実さ
せる。

・人権・同和教育を推進し、人権
意識を高める。

・体力・運動能力の向上を図
る。

・基本的な生活習慣を確立す
る。

・食育を推進する。

・安全教育・健康教育を推進す
る。

・「チャイムで授業を始めよう」
は、教員目標として取り組めた。

・教育相談の機会を利用したり、
授業時、昼食時、清掃時、部活
動時等の場を活用して、生徒理
解に努めた。

・落ち着いた1日の始まりと豊か
な感性と考える力を育むための
「朝の読書活動」に取り組めて
いる。

・道徳教育の全体計画と道徳の
時間の年間計画を作成し、実行
できている。

・人権・同和学習に組織的・計画
的に取り組めた。

・生徒指導委員会や学年会で気
になる生徒の情報交換をきめ細
かく行い、共通理解を全教職員
で図れた。

・生徒会を中心に定期的に「朝
のあいさつ運動」に取り組めて
いる。

・全員清掃に取り組むことにより
他人を思いやる心や物を大切に
する心を育もうとしている。

令和元年度　自己評価書

･情報を積極的に発信する。

･学校開放週間を充実させ、
地域各種団体等との連携を図
る。

･地域の教育資源や人材を活
用する。

･保護者との信頼関係を強化
する。

地域とともにある学校

・PTA総会時の授業参観だけ
でなく、学校開放月間等にも
保護者や地域に「学び合いの
授業づくり」として公開授業を
実施し、授業参観を呼びかけ
た。

・合唱コンクール、職場体験活
動、体育的行事（東和スマイ
ルカップ）、学校美化活動等の
行事を保護者・地域に呼びか
け、理解と協力・参加を得て、
学校と地域が一体となった活
動ができている。

・各種団体との懇談会を年間3
回実施できた。

・「学校便り」・「学年便り」を発
行し、多くの情報を発信でき
た。

・学校のホームページを随時
更新しながら学校の情報を公
開できている。

・総合的な学習の時間、道徳
等において積極的に地域等の
人材を活用できた。

・気になる生徒の状況等につ
いて、きめ細かく家庭連絡を
行えている。

校長氏名

本年度の取組についての評価

学校名

教育目標

作成日

・体力・運動能力調査の結果か
ら課題を明確にし、保健体育科
はもとより、他教科・特別活動
等、あらゆる機会を通して体力
向上に努めたり、体力・健康の
重要性を啓発に努めた。

・授業、運動部活動以外にも日
常的に健康・体育に関する活動
の機会として「朝ラン」を実施し
た。

・部活動の適切な運営を図るた
め、「CLUB 1up プロジェクト」を
実施した。

基本的生活習慣の確立に向
け、家庭や地域との連携を図り
ながら「宮前っ子子育てプラン」
を作成・配布し「早寝、早起き、
朝ごはん」を推奨した。

・「食育だより」の発行や保健委
員会からの食育に関する放送
を随時行った。

・保健体育科、家庭科、特別活
動等を通して、「がん教育」を推
進した。

・防災教育等の実施を通して、
安全に関する意識の向上に努
めた。

和歌山市立　　東和中　　学校
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① 生徒指導の充実
・積極的な生徒指導（授業改善、読書活動の充実、道徳の時間の充実、生徒が主体的に取り組める行事の工夫等）に取り組む。
・生徒理解に努め、教師と生徒・保護者との信頼関係を築き、全ての教育活動を通してきめ細かな関わりをする。
・全教職員の協力、共通理解のもと、一貫した指導を行うため、報告･連絡･相談・確認を密にし、指導に当たる。
・問題行動には、素早く、機敏に、チームで対応を合い言葉に取り組む。
・地域及び関係機関との連絡を密にとりながら健全育成、生徒の見守りに努める。

② その他
・通常の学級に在籍する支援が必要な生徒への指導や支援の方策の検討していく。
・情報セキュリティーの維持・向上、ポリシーの周知徹底、緊急時の対応等、具体的な取り組みを進めていく。

･「学び合いの授業づくり」の
取組を保護者や地域に周知
し、多くの保護者が参観した
いと思えるような公開授業の
実施に努める。

･体育的行事「東和中スマイル
カップ」、文化的行事「合唱コ
ンクール」をより充実させる。

･多くの保護者や地域の方々
の来校を促すために、生徒が
主体性を持って取り組む行事
運営を実施する。

・「宮前っ子　子育てプラン」の
ポスターをより良いものにし、
地域の子どものいる全家庭に
配布する。

・教員目標である「チャイムで授
業を始めよう」を常に意識して取
り組む。

･「朝のあいさつ運動」だけでな
く、日常生活の中での生徒相互
及び生徒と教員の自然な挨拶
ができるように心がける。

･「朝の読書活動」のさらなる充
実のために、教員の意識向上に
努める。

･道徳の時間の研修や読み物資
料等の充実を図るなど教材の開
発や指導方法の工夫改善及び
実践をする。

その他の課題

・「チャイムで授業を始めよう」の
実践は意識して取り組めてい
る。

･教育相談のみならず、昼食時
や清掃時等を生徒と共に過ごす
ことにより、生徒理解に努めるよ
うにした。さらに、学年会や生徒
指導委員会での情報交換により
個々の生徒に対する共通理解
を図っている。

･生徒会による「あいさつ運動」、
教員による毎朝のあいさつ運
動、月に１度ＰＴＡ役員の協力に
よる「笑顔でおはよう運動」を通
し、生徒のみならず地域の方々
や小学生とも気持ちよく挨拶を
交わすことができている。

･「朝の読書活動」も定着し、落
ち着いた雰囲気の中で１日のス
タートが切れている。

･道徳の時間を確保し、学年の
実態に応じて組織的に取り組め
ている。

･人権同和の学習に組織的計画
的に取り組めており、生徒の人
権意識も高い。

・課題を明確にする中で、始業前１
５分程度の軽運動として「朝ラン」を
自由参加で行っているが、常時、40
～50名の参加があり、成果を上げ
ている。ただ、運動が苦手な生徒の
参加が少ない。

・「CLUB 1up プロジェクト」など、部
活動の目的について、文化部を含
む全教員、全部活動員で共有し、
本校における学び合いを生かしな
がら、生徒が自治的に運営できる
部活動を目指すことができた。

・「宮前っ子　子育てプラン」を配布
し、「早寝、早起き、朝ごはん」等、
基本的生活習慣の定着に向け家
庭や地域と連携しながら健康教育
に取組めた。

・定期的な「食育だより」の発行と啓
発の放送により、食に関する正しい
知識と望ましい食習慣の大切さを
学ばせることができた。

・「がん教育」や「薬物乱用防止教
室」の実施等、保健体育科以外の
教科や特別活動でも健康教育に取
組めた。

・状況の違う避難訓練を何度も行う
ことにより、安全に対する意識を向
上させることができた。今後は、家
庭や地域とも連携した訓練も計画
する必要がある。

・「学び合いの授業づくり」と
「授業づくりの5ポイント」の実
践を推進させるために教員相
互の授業参観の機会を増や
し、授業改善や授業力向上に
ついての協議を充実させ、学
校全体のものとしていく。

･「朝の読書活動」、「宿題の取
組」、授業改善については引
き続きアンケートの結果を検
証し、課題と改善策を明らか
にしていく。

･発達障害についての研修を
深め、具体的な支援の方法に
ついて検討し、共通理解を図
りながら指導に当たる。

・体力・健康の課題を明確にす
る。

・参加生徒が増えるよう、生徒
の志向に応じた「朝ラン」を工夫
する。

・体力向上・健康維持増進に向
け、自力解決が図れるよう、本
校の学び合いを部活動等教育
活動外にも結び付ける。

・基本的生活習慣の定着、食育
等をはじめとする健康教育につ
いて、保健体育科、家庭科、特
別活動等、あらゆる機会を通じ
て学ばせるとともに、家庭や地
域との連携を一層強める。

・授業参観や学校行事等は、｢
学校便り｣やHPにて保護者及
び地域に広く呼びかけてい
る。行事への参加、観覧は多
いが、授業の参観者が少な
く、課題である。

・体育的行事「東和中スマイル
カップ」には多くの保護者の観
覧・応援があった。また、合唱
コンクールでは、生徒の発表
だけでなく地域の公民館活動
の展示もあり、多くの来校者
があった。

・「宮前地区子どもを育てる
会」を年間３回実施している。
校区内の子どもの健全育成
や地域の教育力向上のため
活発な意見交換ができてお
り、学校の情報公開の場とし
ても機能できている。

・｢学年便り｣、｢学校便り｣及び
随時更新するHPにより学校の
情報を広く公開できている。

・総合的な学習の時間や道徳
の時間等において地域の人
材を活用した特設授業の実施
ができた。

･「学び合いの授業づくり」の
推進のため研究授業・協議会
及び公開授業に取り組めた。

・「学び合いの授業づくり」の
取組の検証のため「学習（授
業）アンケート」を年間2回実
施（教員・生徒）し、取組状況
の確認ができている。

･「朝読アンケート」結果より、
集中力や国語力の向上がみ
られることがわかった。

･宿題の取り組みについては、
学年全体で取り組めた。

･進路指導については、各学
年で計画的に、きめ細かく指
導できている。

･職場体験活動では、非常に
貴重な体験ができ、将来の進
路選択の一助となった。

･支援が必要な生徒について
は、チェックリストをもとに分析
でき、指導支援の助けとする
ことができた。


